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1. はじめに 

1.1 徳島市概況 

本市は四国一の大河である吉野川とその支流が育てた三角州に発展した、四国東部に位置する徳島
県の県庁所在地です。年間を通じて比較的温暖な気候に恵まれ、東部は紀伊水道を望み、南部は山々
の緑を背にした自然豊かな都市で、本市のシンボルである眉山や城山が市の中心部にあるほか、吉野
川をはじめとする大小合わせて もの河川が市内を流れる、他都市に類を見ない水とともに発展し
てきた「水都」です。 

中心市街地には新町川と助任川に囲まれた「ひょうたん島」の愛称で親しまれている地域があり、
その周囲を巡る周遊船が運航されているほか、緑や の光によって水の魅力を演出する景観づく
りが行われるなど、水を活かした個性的な市街地が形成されています。 

郊外においても、鮎喰川、勝浦川、園瀬川等の清流や大神子、小松等の海岸、中津峰山を中心とす
る山地など、豊かな自然が分布しています。 

 

 
出典：徳島市総合計画 （素案）     

図- 1.1.1：徳島市位置図 
 

  
眉山山頂から吉野川を望む ひょうたん島周遊船 

出典： とくしま    

  

◆面積 
  

 （ 、南北 ） 
◆気候の年間データ 
 平均気温： ℃（ 位） 
 降水量 ： （ 位） 
 日照時間： 時間（ 位） 

※データ出典：気象庁 

※期間： 年 年の平均 
※カッコ内は県庁所在地 箇所の降順 
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1.2 徳島市緑の基本計画 
徳島市緑の基本計画は、都市緑地法第４条に基づき策定され、緑地の保全及び緑化の目標やその推

進のための方針・施策などを定めています。本市では令和 5 年６月に徳島市緑の基本計画を改定し、
そこで、本市が目指すべき将来像を次のとおり掲げました。 
 

【将来像】 

 
 
 

 

図- 1.2.1：将来像の達成のための 4 つの方向性 
 

また、徳島市緑の基本計画において、眉山山頂周辺を緑化重点地区とし、「見るだけでなく、楽しみ
ながら滞在できる 緑と景観のシンボル」と目標像を掲げました。 
 
 
 
  

まちなかにあふれる水・花・緑が人を惹きつけ 笑顔をつなぐ「水都とくしま」 
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1.3 眉山未来プロジェクト 

1.3.1 眉山未来プロジェクトについて 

「眉山未来プロジェクト」は、徳島市緑の基本計画において眉山山頂周辺を緑化重点地区として都
市緑化を積極的かつ重点的に推進し、併せて景色を活かした企画、施設の充実を図る地区に指定した
ことから、具体的な取り組み方針を定め、実施を図っていくことを目的としたプロジェクトです。 

 

 

1.3.2 プロジェクトの位置づけ 

本プロジェクトは関係法令及び上位計画を反映させ、その他関連計画との連携整合性を図ります。 

 
図- 1.3.1：眉山未来プロジェクトの位置づけ 

眉山山頂周辺から中心市街地を望む 
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1.4 眉山活性化基本方針の策定 
徳島市緑の基本計画において、眉山山頂周辺を緑化重点地区に位置づけ、「見るだけでなく、楽しみ

ながら滞在できる 緑と景観のシンボル」と目標像を掲げました。その実現に向けた基本方針として
眉山活性化基本方針を策定します。 

眉山活性化基本方針の策定において、様々な見地から有識者の意見を求め、本方針に反映すること
を目的として、眉山活性化委員会を設置しました。 

また、より幅広い視点からの課題の抽出・検討及び提案を目的に、 によるびざんミーティ
ングを設置するとともに、より専門的な課題への対応を検討し、委員会に報告するため、眉山活性化
専門部会を設置しました。 

 
 

 
図- 1.4.1：眉山活性化委員会 

 
 

・産学官有識者 

・公募市  ・市関係課 
・ 間 
・各団体ほか 

眉山活性化委員会 

びざんミーティング 眉山活性化専門部会 
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2. 眉山の現状 

2.1 眉山の地勢 

2.1.1 眉山の地勢 

徳島市の中心市街地に隣接する眉山は標高 ｍの山で、稜線が眉のように
る場所によって山の表情が変わります。 

眉山は三波川変成帯に属し、その地質分布から八万町側の南向き斜面よりも佐古側の北向き傾斜の
方が、斜面の傾斜が急勾配になっており、 （緑泥片岩）の産地として知られ、鉱山もあ
りました。 

また、湧き水も多く、眉山の麓の寺町にある は、平成 年に「名水阿波 」として、手
づくり郷土賞を受賞しています。 

 
出典：国土地理院地図     

図- 2.1.1：眉山の地形図 
 

  
旧徳島城表御庭園   殿様が愛した飲料水 

出典：徳島市  

 

▽276.6 
▽282.9 

▽234.2 

山頂 
▽290 

大谷（旧採石場） 
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2.1.2 眉山の植生 
眉山は開発された区域以外は、全体が自然林に覆われ、コナラ・

クリ・ヤマザクラなどの落葉広葉樹が分布しています。 
かつては、アカマツで覆われていましたが、松くい虫被害によ

り枯れてしまい、コナラ等の広葉樹へと移り変わっています。 
 
 
 
また、眉山には野生動物や昆虫類が多く生息しており、広葉樹主

体の自然林で覆われているため、市街地に隣接する立地状況にも
関わらず、極めて多種多様な生態系となっています。 

 
 

 
出典： 植生図 データ 環境省生物多様性センター を使用し、  

株式会社エフ設計コンサルタントが作成・加工  

図- 2.1.2：植生図 
 

表- 2.1.1：眉山に生息する主な動物 

イノシシ タヌキ ホオジロ メジロ ハイタカ
キツネ イタチ ヤマガラ ホトトギス ノスリ など
サル ムササビ など シジュウカラ ウグイス

鳥類哺乳類

 

出典：日本野鳥の会 浜井芳明 様 提供 
サンコウチョウ 

ヤマガラ 
出典：日本野鳥の会 浜井芳明 様 提供 
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2.2 眉山の歴史 

2.2.1 眉山の名称 

眉山は徳島市のほぼ中央に位置し、その雄大な姿から徳島市のシンボルとして広く親しまれていま
す。 

その名称は、船王（ふなのおおきみ）が 年 月に詠んだとされる歌「眉のごと雲居に見ゆる阿
波の山かけて漕ぐ船泊知らずも」（『万葉集』巻六・雑歌）に由来するとされています。 

 

者の間では用いられていました

考えられています。 
それ以前は、山麓の地名（富田山、佐古山、八万山等）

や、寺社等との関連（大滝山、勢見山、万年山等）の名
称で呼ばれていました。 
 
 

(1) 大滝山 
大滝山は眉山東麓に位置する小高い峰と、大滝（白糸の滝）を

中心とした山体の総称で、当地に存在した「大瀧山持明院建治寺」
の山号がその由来とされています。この寺院は藩祖・蜂須賀家政
が、勝瑞の持明院と入田村の建治寺を併せた大刹でしたが、明治
維新後は藩の後ろ盾を失い廃滅しました。 

明治・大正期になると、大瀧公園として整備され、大門、薬師
堂、三重塔などを中心に一大観光地として発展し、山腹の料亭や
山麓の焼き餅屋など大いに賑わいました。しかし、昭和２０年の
徳島大空襲により、三重塔を始め、多くの建物が焼失しました。 

戦後、観光道路が開通し、桜の名所として花見桟敷が設置され
るなど、賑わいを取り戻しましたが、平成に入ると、レジャーの
多様化や桜の古木化などにより、訪れる人が減少し、花見桟敷も
姿を消すこととなりました。現在は自然の中に往時を偲ばせる、
静謐なエリアとなっています。 
 
 
 
 

  

出典：「阿波名所図会・眉山」徳島城博物館蔵 

出典：林鼓浪筆 徳島城博物館蔵 

出典：三重塔（徳島市史編さん室提供） 
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(2) 勢見山 
ります。 

山名は源義経が勝浦に上陸し、自らの軍勢を接見した地の意に由来するとされています。 
もとの勢見山は、勝占町の勝占神社にある鉢伏山を言い、元和２年（ 年）に、藩祖蜂須賀家政

が勝占神社境内にあった金比羅大権現を徳島城下二軒屋に移し、城下の鎮守とした際、勢見山の山名
も当地に移り、元の勢見山は山の形から鉢伏山と改称したとされています。 

山中に忌部神社、金比羅神社、北の麓に観音寺があり、山号を勢見山と称しています。また、山頂
部には勢見山古墳があります。 

(3) 佐古山 
眉山の北麓の一角。地誌「阿波志」では、佐古山の大谷（現在の南佐古一番町・二番町）からいわ

ます。 
した。 

(4) 万年山 

蛇谷の間で区画した、面積約 の山林です。 
藩政改革を進めていた 代藩主重喜により、明和 年（ 年）に造営された蜂須賀家の儒式墓

されています。藩主や明治時代の当主など、 人以上が埋葬されており、貴重な大名家の墓所とし
て、平成 年（ 年）に菩提寺の興源寺とともに国の史跡に指定されています。 

2.2.2 眉山公園 

徳島市のシンボルである眉山については、過去多くの開発計
画が立てられてきました。 

明治 年（ 年）
開発を提唱し、大正 年（ 年）に「眉山公園保勝会」が設
立されましたが、これらは主に大滝山周辺や富田山、勢見山な
どを中心としたものでした。 
 
 
 
 

 
 

  

出典： 年 昭和 の地図 
「今昔マップ 」より作成 



9 

 
眉山山頂周辺においては、戦前、神宮皇陵遥拝所（昭和

年）や、明治天皇聖徳景仰碑（昭和 年）が設営されていま
したが、戦後、昭和 年 月に市営ロープウエイが開通
するなど、観光化が本格化しました。 

ロープウエイは徳島産業科学大博覧会（昭和 年開催）
の目玉として建設され、ピーク時の昭和 年には約 万
人の利用がありました。山頂駅付近には、展望台や売店を始
め、放送局中継所、戦没者慰霊のためのパゴダなどが建設さ
れました。 

また、眉山ドライブウェイ、眉山パークウェイなどの観光
道路がそれぞれ山頂まで開通し、レジャー施設「スカイラン
ド眉山」（昭和 年）や郵政省簡易保養センター（昭和
年）など大型施設が開業、さらに、両施設とロープウエイ山
頂駅間を結ぶ市営リフトも架設されるなど、大いに賑わいを
見せましたが、その後のレジャーの多様化等により、昭和
年に「スカイランド眉山」が廃業し、かんぽの宿徳島（旧郵
政省簡易保養センター）も令和元年に営業を終了しました。 

の場として定着しています。また、宿泊施設「天空のスカ
イビューホテル 眉山海月」が令和 年 月にグランドオ
ープンするなど、今後の観光需要の掘り起こしが期待され
ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

出典：石井 敏雄 様 提供  
（徳島市立図書館：徳島市の昔の写真） 

出典：神宮皇陵遥拝所（右）・明治天皇 
聖徳景仰碑 徳島市史編さん室 提供  

天空のスカイビューホテル 
眉山海月 
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表- 2.2.1：眉山公園の沿革 
 

明治３０年 大滝山、八阪神社の山手側に神武天皇像がつくられる（日清戦争・戦勝記念） 
明治３９年 忠魂碑の城山山頂への移転に伴い、神武天皇像が現在の位置に移転 
明治４４年 により眉山公園（大滝山周辺）の拡張が提唱される 
大正 ２年 眉山公園保勝会設立 
大正 ４年 大滝山から瑞巌寺山まで新道開設 
昭和 ４年 御大典記念として山頂に神宮皇陵遥拝所が設営される 
昭和 ６年 眉山公園開拓期成同盟会・結成 
昭和 ７年 教育勅語渙発４０周年記念事業として山頂に明治天皇聖徳景仰碑が建立される 
昭和１５年 眉山を風致地区に指定 
昭和３０年 八万町から神武天皇像前広場まで観光道路(眉山ドライブウェイ)が完成 
昭和３２年 徳島産業科学大博覧会開催に伴い眉山頂上へのロープウエイが新設 
昭和３３年 都市計画公園決定・事業認定を受ける 
昭和３４年 都市計画事業として山頂付近開発に着手、遊歩道・休憩舎・水呑み台完成 
昭和３６年 眉山ドライブウェイが山頂まで完成 
昭和４５年 県共済農協連がレジャー・宿泊施設「スカイランド眉山」をオープン 
昭和４６年 市交通局が眉山リフトをオープン 
昭和４６年  
昭和４８年 簡易保険郵便年金福祉事業団が簡易宿泊施設をオープン 
昭和５１年 「モラエス館」開館 
昭和５９年 「スカイランド眉山」廃業 
昭和６２年 「スカイランド眉山」跡地を公園として整備 
平成 ８年 簡易保険郵便年金福祉事業団が「かんぽの宿徳島」新築オープン 
平成１０年 眉山リフト老朽化により廃止 
平成２７年 「モラエス館」閉館 
令和 元年 「かんぽの宿徳島」営業終了 
令和 ２年 山頂広場を再整備 
令和 ６年 「天空のスカイビューホテル 眉山海月」グランドオープン 
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2.3 眉山を取り巻く社会状況 

2.3.1 眉山の現状と課題 

象徴と言える山で
あり、貴重な観光資源であることは誰もが認めるところです。 

ＪＲ徳島駅の正面に位置し、山頂と麓を結ぶ眉山ロープウエイの麓駅である阿波おどり会館までは
徒歩約 10 分という便利な立地にあり、途中には水都とくしまの象徴である新町川や新町商店街など
の繁華街もあって、かつては徳島で最も活気にあふれたエリアでした。 

しかし、現在では車での移動増加に合わせて商業圏が郊外へと拡大し、大型商業店舗の立地が進ん
だ結果、市中心部の商業地域では人通りが急激に減少し、これと相まって眉山を訪れる人の数も減少
しました。 

徳島市のシンボルである眉山の再生を考えるにあたっての現状と課題を以下に整理します。 

(1) 人口減少と高齢化 
徳島市の人口は平成 12 年（2000 年）に 268,218 人でしたが、令和 2 年（2020 年）には 252,391

人となり約 1.6 万人の減少となっています。今後も人口減少が継続すると令和 22 年（2040 年）には
215,625 人となることが見込まれます。また、総人口が減少する中、65 歳以上の人口は増加で推移し、
高齢化率は令和２年（2020 年）の 28.1％から令和 22 年（2040 年）には 37.4％になることが見込ま
れています。 

 

 
出典：徳島市都市計画マスタープラン      

図- 2.3.1：徳島市の人口推移 
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(2) 市中心部の低密度化 
人口集中地区（ 年（ 年）に であったもの

が、急速な都市化の波が落ち着いた昭和 年（ 年）には まで拡大するとともに、
人口密度は 人 から 人 へと減少し、以降、緩やかに低密化が進行しています。 

 

 
       

図- 2.3.2：人口集中地区（DID）の推移 
 

この中心市街地衰退の象徴とも言えるのが眉山ロープウエイ乗り場に隣接する新町商店街であり、
眉山の再生を考える上において中心市街地のにぎわい創出は切り離すことができない課題です。 

現在進行中の「 」ではホテルや高層マンションの建設が計画さ
れており、中心市街地の活性化に向けた気運が高まっています。 

2.3.2 都市計画上の位置づけ 

(1) 徳島市都市計画マスタープラン 
徳島市都市計画マスタープランは、徳島市が定める都

市計画の指針となるものであり、「徳島市総合計画 」
及び「徳島市国土強靭化地域計画」並びに徳島県が定め
る「徳島東部都市計画区域マスタープラン」を上位計画
とし、他の関係計画と連携・整合を図り定められていま
す。 

同マスタープランにおいて眉山は、観光レクリエーシ
ョン拠点として、美しい自然景観やレクリエーション機
能と一体となった、うるおいと安らぎ、楽しみを感じら
れる機能や市街からの来訪者が楽しめる観光、交流機能
が求められています。 
 
 

                               図- 2.3.3：将来都市構造図 
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(2) 風致地区 
風致地区とは、都市の中の風致を維持するために、良好な自然環境を保持している区域、史跡など

がある区域、良好な住環境を維持している区域などを都市計画法により都市計画で定めた区域です。 
風致地区では、土地の形質変更や建築等について規制がされています。 
眉山は、昭和 年（ 年）に風致地区に指定され、昭和 年（ 年）に区域が見直されま

した。現在、眉山風致地区の面積は約
す。 

 
   

図- 2.3.4：眉山風致地区位置図 
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(3) 徳島市中心市街地 
徳島市の中心市街地は蜂須賀家政が徳島城を築城し、城下町を築いたことが都市としてのはじまり

です。明治 年（ 年）の廃城令により城は撤去されましたが、その後も徳島の政治・経済の中
心地としての歩みを続けています。 

中心市街地を流れる新町川沿いでは、毎月最終日曜日に「とくしまマルシェ」が開催され、毎回
店もの徳島県産品を販売するパラソルが軒を連ね多くの人で賑わっています。また、新町川から助任
川に囲まれた街の形がひょうたんに似ていることからひょうたん島と親しまれ、この島を一周するひ
ょうたん島周遊船が運行し、川面から街並みや眉山を望むことができます。 

徳島市の中心市街地は、眉山に隣接していることから眉山の玄関口とも言え、阿波おどり会館・眉
山ロープウエイ発着場は、中心市街地に含まれます。 
 

 
      

図- 2.3.5：徳島市中心市街地位置図 
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2.3.3 公共交通 

(1) 道路 

 1) 高速道路 
徳島市内には徳島自動車道（鳴門 ）の徳島 、徳島南部自動車道（阿南 徳

島 ）の徳島沖洲 ・徳島津田
道路網を形成し、四国の主要都市や京阪神地域とつなぐ重要な役割を果たしています。 

 2) 国道 
徳島市内には、国道 号（徳島市 愛媛県松山市）、国道 号（徳島市 高知県高知市）、国道

坂出市）の 路
線が通過しており、徳島市はその起・終点となる重要な道路網の拠点となっています。 

 

 3) 眉山道路 
眉山山頂へ向かう道路としては、以下の２路線があります。 
 

【眉山・東部観光線（眉山ドライブウェイ）】 
国道 号からアクセスできる道路で、対向２車線で整備されていますが、急カーブや急勾配が続

くため運転には注意が必要です。 
【 眉山パークウェイ 】 

国道 号からアクセスできる道路で、眉山ドライブウェイに比
べて道路幅員が狭く、森の中を通るくねくねとした道ですが、自然を楽しみながらドライブできます。 

 

 
出典：国土地理院地図      

図- 2.3.6：眉山周辺道路網図 
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(2) 公共交通網（広域） 

 1) 航空交通 
徳島の空の玄関口である徳島阿波おどり空港（徳島空港）は、徳島県板野郡松茂町に位置し徳島市

の中心市街地から車で約 30 分の距離にあります。 
国内線は、東京（羽田）線に日本航空（JAL）と全日本空輸（ANA）、福岡に日本航空（JAL）が運

航しています。 
国際線は、令和 6 年 11 月 16 日から香港国際空港便が週 3 往復、また、令和 6 年 12 月 26 日から

は、韓国仁川国際空港便も週 3 往復が就航しています。 
 

 2) 海上交通 
徳島市の東は紀伊水道に面し、徳島港とその南に小松島港があり、古くから四国の海上交通の要所

となっています。 
徳島港は、徳島市に位置し、フェリーが発着します。定期便フェリーは、和歌山港へ南海フェリー

が、東京港と新門司港へオーシャン東九フェリーが運航されており、観光客やビジネス客に利用され
ています。 

小松島港は、かつては徳島の海の玄関口として国鉄小松島線が乗り入れていましたが、現在は定期
便フェリーの運航は無くなり、主に貨物船が発着する港となっています。 

 

 3) 陸上交通 
徳島市と市外・県外を接続する公共交通としては、鉄道（JR4 路線）と高速バス・路線バスがあり

ます。 
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(4) ひろしま遊学の森 広島市森林公園（広島県広島市） 
【自然を学べるレクリエーション施設】 

然の大切さ」「生命の尊さ」について学べる公園となっています。 
バードウォッチングやハイキング、下刈り、枝打ち、間伐、炭焼きな

どの林業体験ができるほか、園内は自然がいっぱいで、季節ごとの花な
どの自然を感じることができます。 

「こんちゅう館」は中四国唯一の施設であり、多種多様な昆虫の生態
を分かりやすく学ぶことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

公園案内図 

林業体験広場 作業場 

管理センター こんちゅう館 
オブジェ 

自然や生き物に触れあい学ぶ 
 
 

ネイチャーポジティブの実践事例 
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(5) びわ湖テラス（滋賀県大津市） 
【 】 

滋賀県大津市琵琶湖の山頂にある、びわ湖テラスは、標高約 1,100ｍの打見山頂のびわ湖バレイ内
の「息をのむような景色の中で、特別なひととき」というコンセプトのもと整備された観光スポット
です。 

アルピナ B1(株)びわ湖バレイ事業所が運営しています。 
メイン展望テラスからは雄大な琵琶湖の景色を見ることができ、もう一つのテラスである蓬莱山山

頂の Caf カフェ 360 では静かにくつろぐことができます。 
 

  
  

 
びわ湖テラス 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

明確なコンセプトのもと全体整備を行うことの重要性を示す事例 
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4.4 眉山未来プランニングコンセプト 

4.4.1 統一したデザイン 

本プロジェクト対象エリア【眉山公園（山頂部）、眉山公園（大滝山部
登山道等】の施設デザイン（建築物、土木構造物、サイン、照明等）の統一を図ることで、眉山の環
境に根ざした良質な空間及び景観形成を図り、眉山未来のブランディングにつなげます。 

 
今後、眉山未来プランの詳細プラン作成にあたりデザインマニュアルを整理します。 

 
【デザインマニュアル作成時に目標とする眉山未来】 

・眉山の環境に根ざしたくつろぎの空間 
・みんなが楽しみながら滞在できる施設 
・眉山で遊び、学び、みんなをつなぐ場所 
・安心して楽しめる魅力あふれる光環境 
・眉山ならでは、ここだけのストーリー 

 

 
 

出典：Fun!Fun!とくしま     

 
 
 

  

吉野川河口から望む眉山 
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 2) 整備における景観的配慮 
【土工事】 

整備に伴い切土、盛土した箇所には植栽を行い、景観的配慮を目的とした緑地を確保します。 
【施設のカラーリング】 

新たな施設を整備する際は、眉山の景観と一体となり、眉山本来の美しさを損なわないようなカラ
ーを選定します。 

 

 
 
 
 

  

眉山は市内から見る「外からの美しさ」と、展望広場等、公園内から見る「中からの美
しさ」を有しています。眉山の景観の魅力を守りつつ、新たな景観的魅力の創出につなが
る整備を行います。 
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4.4.4 ユニバーサルデザイン 
眉山未来プランの全ての施設において「どこでも、誰でも、自由に、使いやすく」というユニバー

サルデザインの考え方を基本として、段差等の物理的なバリアだけでなく、利用案内等の情報面にも
バリアが生じないよう、ハード・ソフト両面から高齢者、障害者等を含む全ての人々の利用に配慮し
て整備します。 

(1) 整備の具体策 
【バリアフリーのアクセス】 

公園全体に段差のない歩道やスロープを設置し、車いすやベビーカーでも自由に移動できるように
します。 
【視認性の高い案内標示】 

視覚障害がある方も利用しやすいように、点字や大きな文字で情報を提供する案内板や方向標識を
設置します。 
【休憩スペース】 

高齢者や子ども、体力に自信がない方が休憩できるよう、適切な間隔でベンチを設置し、日陰とな
る施設を設けます。また、授乳室も適切に設置します。 
【バリアフリーのトイレ】 

車いすでの利用が可能な広いトイレや、手すり付きのトイレを設置します。また、オストメイトや
ベビーシートも設置します。 
【視覚的な要素の導入】 

視覚障害のある方でも楽しめるように、触れることで楽しめる彫刻や植物、インタラクティブな設
備の導入も検討します。 
【安全対策】 

滑りにくい舗装や転倒防止対策を講じ、安全な環境を提供します。また、適切な照明を設置し、夜
間でも安心して利用できるようにします。 
【遊具の多様性】 

車いすのままで利用できる遊具や、障害がいのある子どもも一緒になって楽しめるインクルーシブ
遊具を積極的に採用します。 

 
計画にあたっては、以下に示す基準類を遵守し、全ての利用者が安全で安心して快適に過ごせる公

園となるよう工夫します。 
（準拠する基準等） 
・ 「徳島県ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進に関する条例」 
・ 「都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン  

（改訂第 2 版） 令和４(2022)年 3 月 国土交通省」 
・ 「都市公園における遊具の安全確保に関する指針 

（改訂第 2 版） 平成 26(2014)年 6 月国土交通省」 
・ 「遊具の安全に関する規準（JPFA-SP-S：2024） 

2024 年 4 月（一社）日本公園施設業協会 
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4.5 眉山未来プラン 
令和 5 年度に実施したサウンディング調査で出された提案をたたき台とし、本方針策定において実

によ
るびざんミーティングで作成した「びざんミーティング眉山未来プラン」を基に眉山未来プランを作
成しました。 

4.5.1 眉山公園（山頂部） 

(1) 眉山公園（山頂部）眉山未来プラン・ゾーニング 
眉山未来プランでは、眉山公園（山頂部）を以下に示す 3 つのゾーンに分けています。 
 
【エントランス・広場ゾーン】やまとまちを感じるくつろぎの空間 

主な施設：エントランス／キャンプ／芝生広場／展望プロムナード・フォトスポット・ベンチ／ 
野鳥観察・自然体験 

【パークセンターゾーン】年中楽しめる交流・遊びの空間 
主な施設：パークセンター・スロープ／山頂ステージ／シンボル広場／こども広場／ 

デッキプロムナード／ロングスライダー・ジップライン 
【展望広場ゾーン】眺望を活かした花と緑の空間 

主な施設：花の丘通路・エレベーター塔・空中通路／花のカスケード／ケヤキ広場／彩園路整備／ 
参道整備 
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263.0 i=-12.5%

i=-8.0%

267.5

267. 3
267.5

2 67. 1

i=-15.0%

261.4

2 62.7

259. 9

2 57.5

2 47. 5

2 49.5

255.5

260.3

2 51.0

25 1.2

251. 0

2 47.5

i=+4.3%

268. 5

256 .0

247. 5

25 6. 3

250.2

2 4 9.2

27 2.5

2 47.5

2 50.1

管理道路

RFへ
2Fへ

炊飯小屋

モニュメント

キャンプサイト
桜

モミジ

モミジ

モミジ

インクルーシブ遊具

案内看板・モニュメント

桜

モミジ

モミジ

桜

自転車道

多目的芝生広場

管理道路

デッキ階段

桜

遊歩道（登山道復旧）

回転場

回転場

キャンプ場（民活） 展望デッキ・フォトスポット
カウンターベンチ

階段

雑木伐採＋モミジ植樹＋ライトアップ

シンボルツリー（フウ）
モニュメント

花の丘通路

デッキプロムナード

観察園路施設修繕
バードバス
休憩施設

展望デッキ・フォトスポット・ベンチ

星空展望台

トイレ改修

駐車場-2(39台)

キッチンカー配置

植栽（アジサイ・桜・紅葉樹）

桜

桜

エントランス整備

野鳥観察・自然体験

1F：駐車場
小型車(119台)，大型車(6台)
大型車回転場

2F：管理オフィス
トイレ・授乳室
カフェ・売店（コンビニ）
フリースペース

RF：通路・多目的広場

モビリティ通路 ロングスライダー

270.0

255. 9

26 2 .5

26 8.5

2 64.9

261 .1

260 .8

(259. 3)

255 .9

ジップライン

植栽・モニュメント

RVパーク（民活）

(258.6)

(257 .5 )

( 257.7)

260.5

花のカスケード
空中階段

エレベーター塔

ケヤキ並木・木陰ベンチ

2

3

5 6

7
8

7 10

11

13

14

駐車場整備

駐車場-1（10台）

シンボル広場

モビリティ通路

こども広場

パークセンター

展望台・休憩所

園路

園
路

山頂ステージ
参道整備

トイレ

石畳・砂利舗装
焼き杉板（民間協力）
竹灯籠

駐車場(24台)

駐車場

電動カートルート

空中通路

カウンターベンチ

ケヤキ広場

「見るだけでなく、楽しみながら滞在できる 緑と景観のシンボル」

「エントランス・広場ゾーン」
やまとまちを感じるくつろぎの空間

アクセス道路
(眉山・東部観光線)

エントランス／キャンプ場(民活)／芝生広場／
展望プロムナード・フォトスポット・ベンチ／

野鳥観察・自然体験

パークセンター・スロープ／山頂ステージ
シンボル広場／こども広場／デッキプロムナード／
ロングスライダー・ジップライン（将来計画）

花の丘通路・エレベーター塔・空中通路／
花のカスケード・ケヤキ広間／

彩園路整備／参道整備

アクセス道路
(眉山・西部観光線)

「パークセンターゾーン」
年中楽しめる交流・遊びの空間

「展望広場ゾーン」
眺望を活かした花と緑の空間

ロープウェイ山頂駅舎

展望プロムナード

エントランス道路（モミジロード）

【全体整備】

園路・駐車場・照明
トイレ
標識・案内看板
モビリティ
デジタル技術（ＱＲ，ＡＲ，Wi-Fi）
ユニバーサルデザイン
環境・景観
植栽

螺旋階段・エレベーター階段

1 4

9

12

彩園路整備
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